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大
田
原
市
は
、
平
成
23
年
12
月
に
「
放

射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
環
境
省
と
の
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
３
月
30
日
に
協

議
が
整
い
「
大
田
原
市
除
染
実
施
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
除
染
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
、
除
染
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
除
染
の
実
施
に
関
す
る
方
針

　

追
加
被
ば
く
線
量
が
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

　

ベ
ル
ト
以
下
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

　

子
ど
も
関
連
施
設
や
公
共
施
設
を
中
心

　

に
市
内
の
除
染
を
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

　

業
と
連
携
し
な
が
ら
全
力
で
取
り
組
み

　

ま
す
。

　

達
成
が
困
難
な
区
域
に
つ
い
て
は
、
市

　

民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
年
間
追
加
被

　

ば
く
線
量
を
平
成
23
年
６
月
末
に
比
べ

　

て
、
約
50
％(

子
ど
も
に
つ
い
て
は
約

　

60
％)

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

　

ま
す
。

●
対
象
と
な
る
区
域

　

放
射
性
物
質
汚
染
状
況
マ
ッ
プ
作
成
時

　

に
測
定
し
た
空
間
線
量
率
を
基
に
、
平

　

均
で
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

　

ト
以
上
で
あ
る
次
の
区
域
を
除
染
対
象

　

と
し
ま
す
。

　
　

●
優
先
順
位
お
よ
び
汚
染
の
状
況
に
応
じ

　
た
除
染
方
針

　

空
間
線
量
が
比
較
的
高
い
区
域
を
優
先

　

し
、
そ
の
中
で
も
公
共
性
の
高
い
公
共

　

施
設
、
道
路
な
ど
の
生
活
環
境
圏
を
優

　

先
し
除
染
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
子
ど
も
は
成
人
よ
り
も
放
射
線
の

　

影
響
が
大
き
い
た
め
、
子
ど
も
の
生
活

　

環
境
圏
で
あ
る
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

　

園
、
公
園
な
ど
を
優
先
し
ま
す
。

　　

●
除
染
の
実
施
主
体

　

除
染
は
、
大
田
原
市
が
主
体
と
な
っ
て

　

取
り
組
み
、
保
育
園
、
学
校
、
公
共
施

　

設
、
道
路
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
市
が

　

除
染
を
行
い
ま
す
。

　

住
宅
、
宅
地
な
ど
の
身
近
な
周
辺
環
境
、

　

商
業
施
設
、
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
な
ど
に
除
染
の

　

協
力
を
お
願
い
し
、
協
働
で
除
染
を
進

　

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

※
除
染
対
象
区
域
で
あ
っ
て
も
、
実
施
前

　

に
対
象
と
な
る
地
点
の
空
間
線
量
率
を

　

測
定
し
、
そ
の
結
果
が
毎
時
０
・
23
マ

　

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で
あ
っ
た
場

　

合
に
は
、
当
該
地
点
の
除
染
は
実
施
し

　

ま
せ
ん
。

●
除
染
方
法

　

除
染
方
法
は
、
原
則
と
し
て
「
除
染
関

　

係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン(

平
成
23
年
12
月
第

　

１
版)

」
な
ど
に
基
づ
き
ま
す
。
主
な
除

　

染
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
学
校
な
ど
の
子
ど
も
の
生
活
環
境(

学

　

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
公
園
な
ど)

　

表
土
の
は
ぎ
取
り
、
客
土
・
圧
密
に
よ

　

る
現
状
回
復
、
植
栽
の
剪
定
、
落
ち
葉
・

　

雑
草
な
ど
の
除
去

大
田
原
市
除
染
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

大
田
原
市
除
染
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

大
田
原
市
除
染
実
施
計
画《
概
要
》

《優
先
対
象
区
域
》

○
金
田
地
区

　

町
島
、
荒
井
、
岡
、
今
泉
、
戸
野
内
、

　

富
池
、
市
野
沢
、
練
貫
、
羽
田
、

　

乙
連
沢

○
親
園
地
区

　

実
取

○
野
崎
地
区

　

上
石
上
、
下
石
上
、
野
崎
１
・
２
丁
目
、

　

薄
葉

○
川
西
地
区

　

寒
井

○
両
郷
地
区

　

中
野
内
、
河
原
、
両
郷
、
寺
宿
、

　

木
佐
美
、
久
野
又
、
大
輪
、
川
田

○
須
賀
川
地
区

　

南
方

《除
染
実
施
対
象
区
域
》

○
大
田
原
地
区

　

山
の
手
１
・
２
丁
目
、

　

城
山
１
・
２
丁
目
、

　

元
町
１
丁
目
・
２
丁
目
、

　

新
富
町
１
〜
３
丁
目
、

　

中
央
１
・
２
丁
目
、

　

住
吉
町
１
・
２
丁
目
、

　

紫
塚
１
〜
４
丁
目
、

　

本
町
１
・
２
丁
目
、

　

末
広
１
〜
３
丁
目
、

　

美
原
１
〜
３
丁
目
、

　

浅
香
１
〜
５
丁
目
、

　

富
士
見
１
・
２
丁
目
、

　

加
治
屋

○
金
田
地
区

　

中
田
原
、
町
島
、
荒
井
、
岡
、
今
泉
、

　

戸
野
内
、
富
池
、
市
野
沢
、
練
貫
、

　

羽
田
、
乙
連
沢
、
小
滝
、
北
金
丸

○
親
園
地
区

　

親
園
、
実
取

○
野
崎
地
区

　

上
石
上
、
下
石
上
、

　

野
崎
１
・
２
丁
目
、
薄
葉

○
黒
羽
地
区

　

前
田
、
堀
之
内
、
北
野
上

○
川
西
地
区

　

蜂
巣
、
桧
木
沢
、
寒
井

○
両
郷
地
区

　

中
野
内
、
河
原
、
両
郷
、
寺
宿
、

　

木
佐
美
、
大
久
保
、
久
野
又
、

　

大
輪
、
川
田

○
須
賀
川
地
区

　

南
方

　　　昨年行われた
かねだ保育園の表土除去
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 ｢

芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク｣

イ
ベ
ン
ト
開
催

②
戸
建
て
住
宅

　

壁
面
な
ど
の
清
掃
、
雨
樋
・
側
溝
な
ど

　

の
清
掃
、
植
栽
の
剪
定
、
落
ち
葉
・
雑

　

草
な
ど
の
除
去

③
道
路

　

除
草
、
道
路
脇
側
溝
の
清
掃

④
農
地
・
牧
草
地

　

深
耕
・
反
転
耕
、
農
道
の
除
草
、
水
路

　

の
清
掃

●
除
染
の
着
手
お
よ
び
完
了
予
定
時
期

　

平
成
26
年
３
月
末
ま
で
の
中
期
的
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル
を
下
表
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
作
業

　

の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
場
合

　

は
平
成
26
年
４
月
以
降
の
除
染
計
画
や

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
除
去
土
壌
な
ど
の
処
理

　

除
染
に
伴
っ
て
発
生
す
る
土
壌
な
ど
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
仮
置
き
場
を

　

確
保
し
保
管
す
る
か
、
除
染
を
行
っ
た

　

場
所(

敷
地
、
土
地
な
ど)

で
現
場
保
管

　

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他

①
除
染
の
進
捗
状
況
や
除
染
方
法
の
技
術

　

開
発
な
ど
に
よ
り
、
適
宜
計
画
の
見
直

　

し
を
行
い
ま
す
。

②
除
染
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、

　

広
報
お
お
た
わ
ら
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　

ど
で
公
表
し
ま
す
。

③
除
染
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
所
有
者

　

や
施
設
管
理
者
な
ど
と
協
議
の
上
、
除

　

染
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

５
７
２
２

　

松
尾
芭
蕉
が
、｢

お
く
の
ほ
そ
道｣

の
行

程
で
黒
羽
地
区
に
逗
留
し
た
５
月
21
日
か

ら
６
月
３
日
ま
で
を｢

芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク｣

と

し
て
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
　
間

　

５
月
21
日(

月)

〜
６
月
３
日(

日)

※
期
間
中
、
黒
羽
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
芭
蕉
関

　

連
の
展
示
を
し
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

【
芭
蕉
さ
ん
と
黄
門
様
が
歩
い
た
大
田
原
】

　

江
戸
時
代
の
人
気
者
、
芭
蕉
さ
ん
と
黄

　

門
様
、
そ
れ
ぞ
れ
大
田
原
を
訪
れ
て
い

　

ま
す
。
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、

　

芭
蕉
さ
ん
や
黄
門
様
気
分
で
い
に
し
え

　

の
ロ
マ
ン
に
想
い
を
は
せ
て
散
策
し
ま

　

せ
ん
か
。

　

観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
る
さ
と

　

を
知
る
会
」
が
ガ
イ
ド
を
し
ま
す
。

○
日　

時

　

５
月
26
日(

土) 　

午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
３
時(

小
雨
決
行)

○
集
合
場
所

　

黒
羽
庁
舎(

午
前
９
時
20
分
集
合)

○
行　

程

　

黒
羽
庁
舎
＝
心
橋
＝
雲
巌
寺
＝
旧
浄
法

　

寺
邸(

昼
食)

＝
笠
石
神
社
＝
下
侍
塚
古

　

墳
・
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

＝
光
丸
山
法
輪
寺
＝
黒
羽
庁
舎

○
募
集
人
員

　

35
名(

市
外
在
住
者
も
可)

○
参
加
費

　

１
０
０
０
円(

昼
食
代
・
バ
ス
代
・
保

　

険
料
と
し
て
当
日
集
金)

○
そ
の
他

　

徒
歩
で
移
動
す
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
動
き
や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ
た

　

靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　

５
月
７
日(

月)

か
ら
18
日(

金)

ま
で
に
、

　

大
田
原
市
観
光
協
会
ま
で
電
話
で
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

　

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　

(

５
４)

１
１
１
０

【除染中期的スケジュール】

住宅、宅地、商業施設、
事業所、道路

農地、牧草地

・空間線量率の高い区域から除染を実施する
・空間線量率の経過観察を行う
  （線量が高い場合、追加の除染を検討する）

・空間線量率の高い区域から除染を実施する
・空間線量率の経過観察を行う
  （線量が高い場合、追加の除染を検討する）

・空間線量率の経過観察を行い、除染を検討する

・空間線量率の経過観察を行い、除染を検討する

除染対象 平成 24～ 25 年度

学校、保育園、幼稚園、
その他同等施設

都市公園、公園、
その他同等施設

　　昨年行われた
黒羽幼稚園の表土除去

昨年の芭蕉ウィーク「豊道春海碑」
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